
基準値（単位） 基準年度

中間年度 最終年度
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政策名（章） 第２章 水やみどりの保全と創造に努めます

１ 施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

基本施策名（節名） 評価担当課 みどり対策課

基本目標 ゆとりある みどり豊かな環境共生都市をめざして 施策コード 22110

目標値の考え方（根拠）

市民に親しまれる相模川の魅力づくりを推進するとともに、良好な河川環境の管理を行うため、市民や河川管理者と連携を図るな
ど、相模川の自然環境の保全に努める。

相模川河川敷の清掃委託や、「相模川を愛する会」による「相模川クリーン作戦」などの河川管理事業を実施するほか、自然観察
会等を通じて相模川の愛護思想の普及・啓発を図る。また、公共下水道整備事業の継続により、雑排水の流入を抑制し、相模川の
水質向上を図る。

２ 事業費・人員

年度 平成14年度（決算）平成17年度（決算） 増減の主な理由

３ 成果・活動指標

1,049,351

事業費 934,236

人件費 115,115

＊人件費は、職員一人あたり Ｈ14：839万円、Ｈ17：805万円として算定。人口は、61.6万人（Ｈ15.4.1現在） 66.7万人（Ｈ18.4.1現在）とした。

・構成事務事業中の「公共下水道事業費（5事業、431,315千円）」の増
・「相模川河川敷清掃事業」の予算を同種の事業である「緑地等維持
管理費」に整理再編したことにより、河川敷清掃事業経費のほかに緑
地等維持管理経費を含めた額となったための増

指標名 指標の基準値の定義

市民一人あたりの事業費 753 1,573

合計 463,583

Ｈ１４

指標２ 不法投棄収集量（ｔ）
不法投棄収集量（一般、粗大、混在物）

６８．８３ｔ Ｈ１４

指標１ 不法投棄収集量削減率（％）
収集削減量（基準年収集量ー各年収集量）÷基準
年収集量×100 ： 基準年収集量（H14）：68.83ｔ

０．００ｔ
０％

H１８

指標４

指標３ 相模川散策路維持管理にかかる街美化アダプト率
（％）

街美化アダプト延長÷対象散策路延長×100
対象散策路延長：5,216ｍ

指標５

Ｈ17目標値/実績値 中間年度の目標値 最終年度の目標値

指標１

達成率
19

412.5

28.38
１７．２１ｔ

２５％ 21

基準年度から４０％の削減を
図ることを目標とした。２７．５３ｔ

４０％

指標２

達成率
19

153.2

40.45
５１．６２ｔ 21

基準年度から４０％の削減を
図ることを目標とした。

４１．３ｔ

指標３

達成率
19 ２５％

１，３０５ｍ 21

散策路は交通量が多い道路
を除外した延長5,216ｍとし
た。

３５％
１，８３７ｍ

指標４

達成率

指標５

達成率

◆総合計画における位置付け等 平成18年11月2日記入

平成１8年度 施策評価シート

施 策 名 相模川の自然環境の保全 課長名 隅河内 司

評価担当部 環境保全部

第１節 相模川の保全と魅力づくり



１次評価

B

２次評価

Ｂ

３次評価

４ 市民満足度調査結果（平成18年度実施分）
○この施策の満足度は3.319で51施策の中で9番目。
○重要度は3.779で30番目である。
○改善要望度は－0.1561で37番目である。
○年齢別にみると、満足度は、60歳以上で高く、40歳代で
もっとも低くなっている。
○重要度は、20歳代でもっとも高く、40歳代でもっとも低く
なっている。
○前回調査と比較すると、満足度、重要度とも施策の順位
に大きな違いはみられない。
○満足度の順位では、70歳以上で前回調査より大幅に下
がっている。
○重要度の順位では、20、50歳代で前回調査より上がって
いる。

視点の
種類

評価基準・
着眼点 評価点 それぞれの視点に対して評価の具体的根拠

５ １次評価（３つの視点から評価を行う）

有効性

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施
している

4 2 1

相模川河川敷に不法投棄されているゴミ等については委託による処理を行っており、年間50トン
前後の不法投棄物を処理しているが、年々収集量が減少してきている。

効率性

最少経費で最大
効果が得られる
事業構成となっ
ている

4 2 1

相模川の自然環境を保全するためには行政だけでは限界があるため、市民・事業者との「協働」
による事業展開が必要である。相模川の相模原市域は他市に比べ市民利用に供している場所が
多く、ゴミや車輌等の投棄が多くなり得るところであるが、市民による河原や散策路などの美化活動
や行政による広場整備、不法投棄物の迅速な撤去などにより、不法投棄等がしにくい環境づくりが
されている。

市民満
足度

市民満足度調査
により市民ニー
ズを把握し、市民
の立場に立って
事業展開してい
る

4 2 1

市民満足度調査による満足度は51施策中9番目、重要度は37番目であり、平均値と比較して、満
足度が高く、重要度が低い結果となっている。重要度は低位であるが、迅速な河川清掃事業の効
果から、小中学生や市民団体等による清掃・美化活動が積極的に行われるようになり、市民の環
境意識が定着してきた。

６ 課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計 8 評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）
Ａ（12から10点） Ｂ（9から5点） Ｃ（4点以下）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

構成事務事業が施策の達成に十分寄与しているか疑問である。整理した課題と解決策を踏まえ、事業のスクラップアン
ドビルドに努めるなど、効果的な事業実施が望まれる。

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８ ３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

課題
相模川河川敷への不法投棄量については減少傾向にあるものの、依然として多くのゴミが不法投棄されて

いる状況であり、現在行っているゴミの収集業務だけでは根本的な解決には至らない。

解決策
不法投棄防止に関する啓発看板の設置や常習箇所等への不法投棄の予防及び監視のためのフェンスな

どの設置を行うとともに、河川管理者である県に対し、夜間における河川敷への車両の進入を制限するなど
の対策について働きかけを行う。

７ ２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

相模川の保全と魅力づくり
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コード 22110

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の

優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の

優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

相模川河川敷清掃事業
緑地等維持管理費（再掲） みどり対策課 1 0.02 11,802 7 3.00 24,150 78,001 102,151

公共下水道 測量設計等委
託 [汚水対策

分]（再掲）
下水道整備課 再掲 3.20 97,819 5 0.90 7,245 70,216 77,461

公共下水道 整備事業面
整備事業[汚水対策分]（再

掲）
下水道整備課 2 1.60 12,880 175,907 188,787

公共下水道 整備事業その
他整備費[汚水対策分]（再

掲）
下水道整備課 再掲 3.40 174,188 4 1.80 14,490 87,984 102,474

公共下水道 整備事業そ
の他整備費（下水道管理

課）（再掲）
下水道管理課 1 2.00 16,100 240,826 256,926

公共下水道 整備事業その
他整備費（南土木事務所）

（再掲）
南土木事務所 再掲 4.00 179,774 9 2.00 16,100 142,694 158,794

公共下水道 整備事業そ
の他整備費（津久井建設

課）（）再掲
津久井建設課 3 2.50 20,125 137,866 157,991

公共下水道 整備事業そ
の他整備費（相模湖建設

課）（再掲）
相模湖建設課 8 0.00 0 0 0

相模川沿岸施設等活用事
業 みどり対策課 6 0.30 2,415 362 2,777

川のボランティア育成事業 みどり対策課 10 0.20 1,610 380 1,990

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

10.62 463,583 14.30 115,115 934,236 1,049,351

10.62 463,583 14.30 115,115 934,236 1,049,351合計

計

相模川の自然環境の保全



コード 22110

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の

優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の

優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0.00 0 0.00 0 0 0計

相模川の自然環境の保全


